
　小中学校の施設を一体化した学校における小中一貫教育
　平成 23 年 4 月 練馬区立小中一貫教育校 大泉桜学園 開校

　平成 23 年度～ 小中一貫・連携教育研究グループによる研究開始

　平成 24 年度　 大泉桜学園および研究グループの研究発表

　平成 23 年度～ 学校関係者や学識経験者などで構成する検討会を設置して検討開始

　小中学校の施設が離れた学校における小中一貫・連携教育

　小中一貫・連携教育の推進に向けた具体的な方策の検討

□小中学校の校舎が離れている条件のもとでの、小中一貫・連携教育の具体的取組、小中学校
　の組合せおよび、小中一貫教育校の学校経営などの検討を行います。

平成 23 年 3 月発行　練馬区教育委員会事務局　学校教育部　新しい学校づくり担当課・教育指導課

大泉桜学園の主な取組
　小学校５・６年生の一部教科担任制の実施
　〔図工・音楽などに加え、新たに社会・理科も〕
　全学年の１時間目と５時間目の開始が同じ⇒合同の教育活動
　５年生から 50 分授業〔１年生～４年生：45 分授業〕
　小中学校の教員の協力による個別補充学習の充実
　〔その日の学習は、その日のうちにわかるまで教える〕
　言語能力を高める教育活動〔かるた・百人一首に触れるなど〕
　英語によるコミュニケーション活動の重視
　〔小学校３年生から英語の音声に慣れ親しむなど〕
　少人数指導の充実〔算数・数学、英語〕
　体験活動・異年齢集団活動の重視
　〔学習田での米づくり、糠を使った漬物・わら細工づくり、縦割り
　活動による遠足・飯ごう炊さん、全学年による運動会・学芸的行事（学
　芸会＋合唱祭）など〕
　５年生から参加できる部活動
　１・７年生が合同で入学式、６・９年生が合同で卒業式

〔校長１名、１つの組織〕

中学校
１つの職員室

児 童・生 徒
が学校生活
を共にする

連続性・系統性のある教育課程

一体の
校 舎

〔小〕 〔中〕

小中一貫教育資料の活用

教育内容・教育方法などの連続性・
系統性を高めていきます

《旭丘中・旭丘小・小竹小》　《豊玉第二中・豊玉第二小・豊玉東小》　《練馬中・春日小》
《豊渓中・旭町小》　《光が丘第一中・光が丘四季の香小》　《光が丘第三中・光が丘夏の雲小》
《石神井南中・下石神井小》　《上石神井中・上石神井小》　《三原台中・泉新小》　《八坂中・八坂小》

児童・生徒、教員
が計画的・継続的
に 交 流 す る

連続性・系統性のある教育課程

それぞれ
の 校 舎

《今後の展開》《今後の展開》

小学校 小学校

各　　教　　科

特　別　活　動
総合的な学習の時間
道　　　　　徳

中学校

外国語活動（小）

練馬区教育委員会

小中一貫・連携教育
9年間の学びに責任をもつ

小中一貫・連携教育
9年間の学びに責任をもつ

小学校

1     2     3     4     5     6     1（7）  2（8）   3（9）年生
課題改善カリキュラムの工夫
小中学校の教員が協力して地域の
児童・生徒の学力を伸ばすための
研究を始めます。

子供がかわる学びがつながる学校がつながる

授業改善による
学力・体力の向上

連携指導による
豊かな人間性・
社会性の育成

滑らかな接続による
安定した学校生活
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児童・生徒および教職員の状況 小中一貫・連携教育の取組と期待される効果

〈心身の発達の変化〉
児童・生徒の心理的・身体的成長が早まり、小学
校５年生頃に思春期特有の心身の変化がみられる
ようになった。

〈教職員の意識・価値観の違い〉
小中学校の教員の間に、指導観や学力観、児童・
生徒の成長・発達に対する理解の面で、意識や価
値観の違いがみられる。

〈学力向上の課題〉
中学校進学時に、学習内容が高度になるだけでな
く、学級担任から教科担任へと指導体制などに大
きな変化が生じるため、新しい学習環境への円滑
な移行が求められている。

〈生活指導上の課題〉
小学校から中学校への大きな環境の変化が原因の
一つとなって、学校生活に不適応を起こし、不登
校や問題行動など生活指導上の課題を生じる児
童・生徒が増える傾向にある。

児童・生徒の心理的・身体的成長
が早まり、小学校５年生頃から思
春期が始まると考えられます。

小学校５年生と中学校１年生
において、不登校児童・生徒
が増える傾向にあります。

小学校５年生頃から論理的な思考に
関心・意欲を示し、中学校２年生頃
になると具体的な物を使わずに論理
的な思考ができるようになります。

授業改善による
学力･体力の向上

連携指導による
豊かな人間性・社会性の育成

滑らかな接続による
安定した学校生活
（不登校等の減少･改善）

義務教育９年間を３つの段階でとらえ、
それぞれの時期に応じた「学び」を進めます

独自に作成した小中一貫教育資料を活用していきます

児童・生徒に関わる教育課題に着目して設定した４つの重視する
事項について、９年間を見通して指導する小中一貫教育資料を作成

言語活動を重視する
新学習指導要領

・調べる力
・組み立てる力
・表現に関する技能
・態度・相手意識
・語い力

環境から学ぶ
６・７年生が環境問題に
ついて調べたことや意見
などを音楽付きの劇仕立
てで発表する。

児童・生徒の
健全育成上の課題

・規範意識
・生命尊重
・自尊感情
・思いやりの心
・社会連帯の自覚

いじめ防止キャンペーン
７年生が本区の「いじめ
防止プロジェクト」と関
連させながら、保護者等
との交流を交えて取り組
み、他学年の生徒に向け
て発表する。

児童・生徒の
体力に関する課題

マット運動
５・６年生での発展技を
７・８年生での基本技と
して繰り返し取り組む
（小学校担任と中学校保
健体育科教員のティーム
ティーチング）。

児童・生徒の将来を
見据えた今日的課題

・自己肯定感、自立心
・望ましい勤労観、
　職業観

リトルティーチャー
７・８年生が１～４年生の
学習をサポートする活動
を通して、１～４年生の
上級生の生活への期待を
ふくらませ、７・８年生の
自己有用感を高める。

・運動に必要な動きや
　技能
・運動の楽しさを味わい、
　意欲的に運動に親しむ
　態度
・健康を保持増進する
　ための知識や理解

《教育課題》

《重視事項》

《事例》

表現力の育成 心の教育の推進 体力の向上 キャリア教育の推進1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 7年生

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

具体的な物を通して
考える時期

繰り返しの学びで、
基礎・基本を徹底します

学級担任制 一部教科担任制 教科担任制

論理的・抽象的思考へ
移行する時期

基礎・基本を生かして、
意欲的に学ばせます

論理的・抽象的思考を
着実に行う時期

基礎・基本を応用して、
主体的に学ばせます

義務教育
９年間にわたる

連続性・系統性のある
教育課程の編成・実施

幅広い
異年齢集団活動や
体験的な学習の充実

中学校進学時の
学習内容や指導方法
の違いを緩やかに

地域社会と連携し、
地域特性を生かした
教育活動の充実

小中学校の教員の
相互理解・相互協力

小中学校が９年間を見通して教育活動を進めます

・中学校教員による小学校への出前授業〔中学校：8校〕
・小中学校教員によるティームティーチング（複数教員
　が協力して行う指導）〔小中学校組合せ：３組〕
・小中学校合同クリーン運動〔小中学校組合せ：４組〕
・中学校での小学生の授業体験〔中学校：12 校〕
・中学校での小学生の部活動体験〔中学校：27 校〕

これまでの小中学校の主な取組（平成22年度）

・独自に作成した小中一貫教育資料の活用
・児童・生徒の実態に応じた、教科における課題改善
　カリキュラムの編成・実施
・中学校教員による出前授業および小中学校教員による
　ティームティーチングの推進
・小中学校合同行事（クリーン運動など）の推進
・小中学校の教員による合同研究
・小学校高学年からの一部教科担任制の導入

小中一貫・連携教育の具体的な取組事例

8年生 9年生
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